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研究目的 
 インターネットトラフィックは年率40%の勢いで増
加を続けており、20年後には現在の約1000倍に

増大すると予想されています。我々は、ペタ～エク
サビット級の大容量光通信インフラを支える革新
的な伝送技術として、超高速光ナイキストパルス
伝送、超多値コヒーレントQAM光伝送、ならびにそ
の基盤となる高安定なCWおよびモード同期パル

スレーザ、マルチコアファイバ等の研究開発に取り
組んでいます。 

主な研究テーマ 
1. 超高速光伝送技術に関する研究 

1-2  新たに提案している光ナイキストパルス伝送（科研費特別推進研究） 1-1            超高速・高密度光伝送の実現に向けて 

1.3       光ナイキストパルスを用いた超高速・高効率光伝送 1.4     1.92 Tbit/s/ch 64 QAM-150 kmコヒーレントナイキスト伝送 

D. O. Otuya et al., OFC 2015, M3G.2. 
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2. コヒーレント光QAM伝送技術に関する研究 

3. 高安定・超短パルスレーザならびにマルチコアファイバに関する研究 

QAM(Quadrature Amplitude Modulation: 直交振幅変調)の特徴: 
l 位相が90度異なる ２つの搬送波の振幅を独立に変調し、振幅と位相の

両方に情報をのせて伝送 
 

l 2N QAMにより１チャネルの帯域でNビットを伝送させることが可能であり
、OOKに比べて周波数利用効率がN倍向上 

16 QAMのコンステレーションマップ 
(4 x 4 = 24 行列配置) 
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OOKの場合 

3.2      10 GHz, 1.55 mm HCN周波数安定化モード同期レーザ 3.1      1.55 mm C2H2(アセチレン)周波数安定化ファイバレーザ 

2.3     偏波多重3 Gsymbol/s, 2048 QAM (66 Gbit/s)コヒーレント光伝送 2.4           QAMを用いた2次元量子ストリーム暗号 

2-1     QAM (Quadrature Amplitude Modulation) 伝送とは? 2.2                  シャノンリミット 

3.3          空間多重伝送用マルチコアファイバ 3.4   マルチコアファイバの長手方向におけるモード結合変化の測定 

盗聴者が受け取る信号 

正規受信者が受け取る信号 
S. Beppu et al, Opt. Express 23, 4960 (2015). M. Nakazawa et al., Opt. Express, 22 (2014) 4098. 
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線幅： 
5 kHz 

発振線幅および出力特性 K. Kasai et al, CLEO 2014, SW1N.4. 
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